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「魚のたんじょう」模擬授業のための教材開発とその活用 

―ICT 教材のタイムラプス動画を用いた学習指導法― 

 

竹内 雅貴*1 西田 裕明*2 渡邊 佳代*3 

 

要   旨 

教員養成における模擬授業の実践は，教員志す学生が授業力を身に付けるためにとても

重要である．本稿では，小学校第 5学年理科「魚のたんじょう」を題材に，模擬授業実施の

ための教材として学生に例示する学習指導案を作成した．これまで，我々は本単元の授業に

おいて ICT 教材としてタイムラプス動画の活用を提案してきた．そこで，本稿においても

その活用を念頭に置き，模擬授業を展開するために具体的に用いる場面を学習指導案へ盛

り込んだ．また，児童のこれまでの学習と実態把握のためのアンケート（問いかけ教材）を

単元冒頭で行うことを提案する．本稿で提供する教材とタイムラプス動画や記録カードを

用いて，模擬授業の進め方を検討する． 
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1. 背景 

 小学校理科第 5学年の「B生命・地球」領域では，生命の連続性，流れる水の働き，気象

現象の規則性についての理解を図り，観察，実験などに関する基本的な技術を身に付けると

ともに，主に予想や仮説を基に，解決の方法を発想するといった問題解決の力や生命を尊重

する態度，主体的に問題解決しようとする態度を養うことを目標としている（文部科学省，

2018a）．この中で，「生命」についての基本的な概念等を柱とした内容として，動植物の有

性生殖による子孫形成と個体発生・成長を学ぶ．具体的には，「B（1）植物の発芽，成長，

結実」と並び，「B（2）動物の誕生」において，魚の飼育・観察や人の発生についての資料

を学習する中で，胚や胎児の様子に着目し，時間の経過と関係付けて動物の発生や成長を調

べる活動を通して，それらについての理解を図り，観察，実験などに関する技能を身に付け

ることなどがねらいとされている（文部科学省，2018a）．これらは，第 4 学年「季節と生物」

の学習から引き続く内容であり，中学校理科第 2分野の「生物の成長と殖え方」の学習へと

つながる．本稿で注目する「B（2）動物の誕生」の単元では，主にメダカを用いた「（ア）

卵の中の成長」として，動物に雌雄があり受精により生命が誕生すること（受精），受精卵

は時間が経つにつれて中の様子が変化しながら体を作っていくこと（発生），孵化した子ど

もはやがて成長して親となり，生命が繰り返されていること（世代）を学習する．加えて
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「（イ）母体内の成長」では，ヒト胎児の母体内での成長を時間経過と関連づけて学習する．

したがってこの単元では，メダカなどの身近な魚を飼育し，魚が産んだ卵を継続して観察し，

その時間変化について調べることが児童の主な活動となる．指導上の留意点として，観察の

計画を立て，継続的に調べるようにすることや，魚の卵の内部の変化を観察する際に，実体

顕微鏡などの観察器具を適切に操作できるように指導することなどもあげられている（文

部科学省，2018b）． 

一方，小・中学校教員が指導上困難を感じる事項の調査により，本単元のうち，特にメダ

カを用いた「（ア）卵の中の成長」の指導に戸惑っている事が報告されている（清水，2002）．

このような現状に加え，ASD 児が視覚的に学習すると考える TEACCH プログラムの見解

（Mesibov G.B., et al., 2004）を考慮し，また，ICT教育充足の観点から（北澤ほか，2019）

の補足教材として，我々は以前の報告（竹内ら，2023）で，専門機関で作成されたメダカ胚

発生のタイムラプス動画を活用することを提案した．この動画へ小学校教育で注目すべき

内容を補足的に記述し，顕微鏡観察と併用すれば，再生により観察するだけでなく，静止や

巻き戻しが可能であるため，観察者（教員や児童）が胚発生の連続性をいつでもコントロー

ルして再現できる．このような教材は ICT 教育の利点として，授業時間内外で繰り返し活

用でき，リアリティーをもってイメージを膨らませることに貢献し，主体的に興味を掘り下

げることを可能とすると考えている．そこで本稿では，この教材の活用を前提とした模擬授

業を構想し実施するために，「魚のたんじょう」についての指導案を教材として開発した． 

 

2. 「魚のたんじょう」のための指導案立案 

学生に例示する学習指導案（図 1）には，どのような目的でタイムラプス動画を活用すべ

きかを盛り込んだ。また，特に続いて学習する「人のたんじょう」へ繋げて考察できるよう

に促す． 
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図 1 「魚のたんじょう」学習指導案（略案） 

教科書とその教員用指導書（毛利・大橋ほか，2019a, b）を参考に改変している． 
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3. 指導上の立場 

・単元観：本単元は、学習指導要領「B（2）動物の誕生」の（ア）であり，動物の発生や成

長について，魚を育てたり人の発生についての資料を活用したりする中で，卵の変化の様子

に着目して，時間の経過と関連付けて調べる活動を行う．この活動を通じて「魚には雌雄が

あり，生まれた卵は日がたつにつれて中の様子が変化してかえること」を理解するとともに，

観察・実験などに関する技能を身に付けることができるよう指導する．そして動物の発生や

成長について追究する中で，動物の発生や成長の様子と経過についての予想や仮説を基に

解決の方法を発想し，表現する能力を育てる．  

・児童観：本項目は，「既習事項の定着状況」と「学習に対する学級の課題」を児童の実態

として記述する．また，第 1次 1時の開始時にアンケート（図 2）などによって，本単元で

の学習に関連する予備知識や経験の有無を把握することが有効であると考える． 

・指導観：「生命の連続性」を理解することに焦点を当てた指導を行う．1つ目の連続性は，

親から子への連続性であり，後に学習する生殖や遺伝に通ずる．雌雄の差・受精などで指導

機会が得られる．2つ目の連続性は，個体発生の連続性であり，卵の中の変化や成長を観察

することによって指導できる．これに関しては，ただ観察してそこにある胚の状態を記録す

るだけでなく，その前後の状態を予

想するためにタイムラプス動画を用

いることで，児童の連続性について

の意識が格段に高められる．ここで

は，連続性を意識するために専用の

記録カード（竹内ら，2023）を用いる．

3つ目の連続性は，進化や生物多様性

の連続性であり，同じ第 5 学年でこ

の後に学習する「人のたんじょう」へ

繋げる意味でも重要である．魚は，昆

虫や，ましては植物よりも，ヒトに近

い動物であり，そのたんじょうの仕

組みにも共通する部分が多くあるこ

とと（動物種間の繋がり），異なる部

分もあること（多様性）を考えさせる

授業を行いたい．「生命の連続性」を

理解することの本質は，時間の推移

と空間的な変化を関連づけることで

あるため，自発的に児童が連続性に

ついて考えられるよう工夫する． 

 

図 2 生き物の繋がりや経験を問うアンケート例 
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4. まとめ 

大学の教員養成課程の授業の中で実施されている模擬授業は，教師として必要な授業力

を養成するために重要である．そのため，各自治体での教員採用試験においても多く出題さ

れる傾向にある．本稿で提案する学習指導案を基に模擬授業を実施し，適切な振り返りを行

うことで指導力のある教員養成に役立つことを期待したい． 
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